
　東北地方の冬期間における高速交通網の安全確保は、物流等を含め、地域経済安定のために重要となっている。
この特集では、東日本高速道路東北支社の吉原健一管理事業部長に除雪、凍結防止など高速道路の定時制確保等の
取り組みについて語ってもらうとともに、次世代の克雪技術で安全、安心を提供する企業を紹介する。

雪と共に生き、冬期を
快適に過ごすために

①高速道路の維持管理について
東日本高速道路（ＮＥＸＣＯ東日本）東北支社においては、
2023年11月１日現在で高速道路10路線1,281km、一般有
料道路９路線115kmの合計1,396kmとサービスエリア・パー
キングエリアの休憩施設（122カ所）の管理運営を行ってお
り、管内の平均通行台数は約44万台/日（2022年度実績）と
なっております。
高速道路は、人、モノ、文化等のさまざまな移動・交流を
支える国の幹線道路であり、ほぼ全地域が積雪寒冷地域
である東北地方では、特に冬期の交通路確保は地域経済
のみならず社会的にも大変重要であります。当支社では、過
去の状況等を踏まえ11月～翌年４月の約６カ月間を雪氷対
策期間として管内13管理事務所で雪氷対応体制を構築す
るとともに、冬季においてもお客さまが安全・安心・快適・便
利に高速道路をご利用いただけるよう24時間365日の管理
運営および各種対策を実施して冬期の交通確保に努めて
おります。

②２０２２シーズンの気象状況および通行止め量
昨シーズン（2022）における降雪状況は、累計降雪量（東
北支社管内19地点）で約7,050ｃｍ、過去10年平均（12～
21）の約75％と平年より少ない傾向となりました。月別で見る
と、寒候期（12月～２月）は平年を約２割程度下回る降雪、終
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冬期（３月～４月）は特に降雪が少なく平年を約7.5割下回る
降雪となりました。
また、雪による通行止めは、平年に比べて寒候期（12月～

２月）は周期的に冬型の気圧配置となる傾向があったもの
の、終冬季（３月～４月）は記録的な高温となり通行止めが
発生しなかったこともあり、過去10年平均の雪による通行止
め量に対し約３割程度と大幅に減少する結果となりました。

③ＮＥＸＣＯ東日本東北支社グル－プの雪氷対策
および広報活動

≪大雪時の道路交通確保に向けた取り組み≫
近年、非常に強い降雪が集中的かつ継続的に発生する

など降り方の変化に加え、強風を伴う吹雪等の発生に伴い、
路面積雪や視程障害等による通行止めが度々発生してい
ます。近年発生した大規模な滞留車両の発生を契機に開
催された「冬期道路交通確保対策検討委員会（21年２月 
国土交通省開催）」や「令和２年12月関越自動車道　集中
降雪に関する対応検討会（国土交通省,ＮＥＸＣＯ東日本開
催）」でとりまとめられた「人命を最優先に、幹線道路上で大
規模な車両滞留を徹底的に回避すること」を基本方針とし、
お客さまの行動変容を促す出控え広報や、雪による通行止
め実施の可能性のある区間の情報の早期広報、滞留車両
が発生した際の物資・情報等の適切な提供の取り組みな
ど、計画的な通行止め実施を含め関係機関と適切に連携
し、対応するよう努めております。
≪降雪時の走行環境改善に向けた取り組み≫
ＮＥＸＣＯ東日本東北支社ではグル－プ会社一体となった
雪氷体制を構築し、除雪・排雪、凍結防止剤散布作業等を
適切かつ着実に実施するとともに、吹雪による視程障害へ
の対応強化のため、冬期に現地調査等を行い、交通安全
施設（防雪柵・雪崩防止柵・自発光デリニエーター等）の整
備を順次進めるとともに、さらなる強化策として、毎年の視界

不良区間やカーブが連続する区間等では路肩に帯状視線
誘導灯（帯状ガイドライト）を設置、中央分離帯には高輝度
反射板（アイマーク）を設置するなど、走行環境の改善に努
めております。また、除雪作業車や凍結防止剤散布車等に
は視線誘導灯（セーフティーライン）を装着して作業エリアを
明示することで、無理な追越しによる接触事故を防ぐ安全
対策も行っています。
また、今シーズンからは新たに除雪車にウェアラブルカメラ
を搭載し、現地路面（降雪）状況をリアルタイムに把握し、除
雪作業の効率化や通行止め解除に向けた路面状況の確
認などに活用してまいります。
≪お客さまへの情報提供≫
冬期に適した運転や冬道ドライブの注意点等を知ってい

ただくための安全運転キャンペーンの実施に加え、テレビ、ラ
ジオ、ポスター、デジタルサイネージ等を活用した冬タイヤ装
着や雪道安全運転の啓発活動をはじめ、お客さまへの情
報提供を目的にＷｅｂサイトやX（旧Twitter）・LINEによる
交通・気象予測の情報発信や、大雪予報時の出控え情報
の発信、路面状況の画像をライブカメラにより提供するととも
にサービスエリア・パーキングエリアでは56カ所で動画と音

声により分かりやすくお客さまにお伝えする「ドライビングウェ
ザーＣｈ．（チャンネル）」を放映しています。

④ドライバ－の皆さまへのお願い
冬期の高速道路では、道路に積もった雪の除雪作業や
道路が凍結しないよう凍結防止剤の散布作業を行います。
作業は低速走行で行いますので、車間距離を十分とって安
全な走行をお願いします。
なお、天候が良く、路面に雪が無い場合でも、中央分離帯

に溜まった雪や、高速道路をまたぐ橋・標識等に積もった雪を
除去する作業のため、速度規制や車線規制、時には通行止
めを必要とすることがあります。また、降雪や事故等の影響に
より、速度規制や通行止め等が発生する場合もあります。
大雪の気象予測がある場合は、不要不急の外出を控え

ることや広域的な迂回、出発時間の変更などの計画の見直
しを行っていただきますよう、皆さまのご理解とご協力をお願
いします。

⑤おわりに
ＮＥＸＣＯ東日本東北支社では、グループ一体となって雪

も含めた各種災害に強い道づくりに取り組むとともに、安全・
安心・快適・便利にご利用いただけるよう、「高速道路管理
のプロ集団」とし
て24時間、365日、
お客さまにより一
層満足していた
だけるサービスを
お届けしてまいり
ます。

■雪庇処理状況

■帯状視線誘導灯の設置

■ウェラブルカメラの設置、路面確認状況

■凍結防止剤散布車（セーフティーライン） ■ＬＩＮＥによる冬道情報配信
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